
学校訪問から見えた課題 ～特別支援教育の視点から～

□ ロッカーから物がはみ出したり、落ちたりしたままになっている。
□ 教師用机や棚の上が、煩雑な状況である。

□ 掲示されている子供たちの作品や学習の記録等に誤字脱字がある。
□ 子供たち同士の対話がしづらい席配置になっている。

□ 掲示物が、子供から見えづらい
高さにある。 □ 時間割や学習グループが、学校

体制の都合により構成されている。
□ 提出物の状況が掲示されている。

□ 光の反射により、ホワイトボードや
液晶テレビ等が見えづらい席が
ある。

教室環境等について
整理整頓

視覚支援

言語・コミュニケーション

体制整備

□ 使わないファイルやワークを片付けるよう
指示していない。

□ 雑な字で板書している。
□ 授業の途中で板書を消す。
□ 子供のつぶやきに気付いていない。
□ 同時に複数の指示が出る。

□ 「何かを作ること」「行事に参加すること」がゴールとなっており、その時間に子供が身に付けるべき力が曖昧になっている。

□ １時間の学習の見通しが提示されていない。

□ 音声言語のみで長時間説明をしている。
□ 感情的になり、自分の声の大きさをコントロールできていない。

□ 子供の視線を確認せず、黒板等に書かれている部分を見ながら説明をしている。

整理整頓・見通し

言語・コミュニケーション

実態把握・ねらいの明確化

学習の進め方等について

平成３１年２月校長会お役立ち情報

障がい特性に応じた対応をする中で、よりよい「言語モデル」になっていますか？
子供たちにとって要再確認！

よりよいモデルになっているか
常に見直しましょう！

令和元年９月
西部教育局

下のような状況が見られました…

特別支援教育ほっと通信


